
l司

金
滞
古
蹟
悲
母
八

有
ν
之
供
。
御
先
代
に
も
か
ゃ
う
の
事
有
v
之
。
事
行
死
搾
に
底
せ
ら

れ
.
ニ
・
三
年
立
ち
賊
人
知
れ
‘
白
川
肌
仕
た
る
よ
し
。
今
度
は
吟
味
方

念
K
入
ら
れ
、
念
に
底
分
不
ν
被
ν
命
故
.
奉
行
雨
人
共
如
在
無
ν
之
段

相
知
・
本
知
得
被
a
召
返
-
と
あ
り
o
恋
僚
胞
に
紋
せ
た
る
趣
も
会
〈
同

じ
。
右
の
mH
沼
雑
線
医
、
元
称
三
年
十
一
月
廿
一
日
大
銀
事
行
支
配

京
，丸
獅
子
土
磁
の
内
、
金
銀
小
判
四
百
二
拾
雨

一
歩
百
位
十
切
紛

失
す
。
依
ν
之
向
廿
六
日
大
銀
奉
行
大
場
源
太
夫
・
富
岡
掬
兵
街
於
示
品

事
場
-
吟
味
有
ν
之
.
同
日
代
役
山
比
甚
左
衛
門
茨
木
六
窓
被
ν
命
.
翌

廿
七
日
大
場
源
太
夫
は
前
間
数
烏
へ
政
け
ら
れ
‘
同
人
男
子
閑
人
竹

岡
五
郎
在
術
門
へ
顕
け
ら
れ
‘
沼
田
蹴
兵
衛
は
小
幡
叉
三
郎
へ
預
け

ら
れ
、
同
人
男
子
一
人
小
塚
附
剛
志
術
門
へ
頭
け
ら
る
。
翌
四
年
六
月

廿
五
日
雨
入
共
知
行
淡
牧
、

一
刻
へ
被
v
鎖
、
子
供
も
夫
々
一
刻
へ
鎖

け
ら
れ
し
底
・
同
年
九
月
廿
四
日
獅
子
土
磁
金
銀
盗
人
大
工
平
佑
館

穎
し‘

吟
味
之
路
、
去
年
十

一
月
一
一
一
日
の
夜
高
石
垣
の
下
陀
隠
れ
居

段
取
た
る
よ
し
白
般
に
及
び
禁
牢
す
。
依
ν
之
束
，丸
土
誠
治
評
人
律

問
釆
右
術
門
永
原
左
六
郎
;
武
列
勝
右
衛
門
秋
元
千
八
吟
味
之
腿
.

共
夜
の
泊
排
禅
問
永
阪
商
人
之
出
刷
、
共
節
武
一仰
い
文
病
気
大
切
K

依
て
、
永
井
を
額
て
笠
呑
K
出
る
容
獄
、
永
原
方
よ
り
番
頭
枠
七
兵

り
た
る
故
な
り
と
い
へ
り
。

O
稲

荷

橋

此
の
橋
は
‘
惣
鱗
郷
の
橋
陀
て
、
此
の
橋
遜
K
い
に
し
へ
稲
荷
枇
あ

り
。
故
陀
橋
名
に
呼
べ
り
と
云
ひ
僻
へ
た
り
。
此
の
橋
梁
は
‘
諸問務

中
は
橋
爪
に
橋
帯
人
の
市
部
あ
り
て
.
橋
の
紡
り
を
な
し
た
り
。
占
ん
も

板
橋
な
り
し
か
ど
、
明
治
殴
務
後
土
橋
と
す
。
金
部
橋
梁
紀
陀
、
稲

荷
絡
味
噌
蹴
町
叉
並
木
町
I
C
叫
略
せ
た
り
。
味
噌
出
掛
町
の
稲
荷
橋
は
、

卸
ち
此
の
総

E
い
へ
り
。

O
稲

荷

社

跡

三
州
志
来
図
概
覧
附
机
弥
陀
云
ふ
。
金
祖
伸
被
内
稲
荷
第
の
地

K
、
古
よ

り
稲
荷
一
抑
制
あ
り
。
昔
築
城
の
時
.
仮
K
稲
荷
橋
滋
の
閑
地
へ
移
し、

元
和
八
年
に
民
長
寺
の
境
内

K
安
世
す
。
一
段

K
.
波
野
川
端
天
逃

寺
の
稲
術
耐
も
.
都
地
は
稲
荷
椛
岩
間
内
政
助
宅
地
の
所
に
あ
り
し

と
云
ふ
。
叉

一
訟
に
は
.
い
に
し
へ
大
一
旦
問
移
住
寺
山
崎
村
陀
あ
り
。

共
の
頃
寺
内
鎮
守
の
稲
荷
駐
の
沼
地
花
て
、
稲
荷
橋
は
枇
前
陀
掛
け

た
る
橋
な
り
。
故
に
稲
荷
の
名
主
負
へ
り
と
一
宮
ム
。
い
ま
だ
共
の
赴

非

E
知
ら
十
と
。
平
次
按
・
干
る
に
、
披
内
稲
荷
屋
敷
に
あ
り
し
稲
荷

は
‘
城
内
よ
り
直
K
深
長
寺
の
哲
地
骨
甘
林
幼
橋
下
官
永
氏
の
惣
邸
の

金
問
岬
古
蹟
志
品
位
λ

大
八

術
方
へ
柴
山
し
、永
井
陀
代
て
可
v
及
z

迷
惑
-
之
山
申
立
。
雌
ν
然
泊
持
品
仲

間
永
井
雨
入
、
奥
村
丹
波
守
差
簡
を
加
へ
逃
慮
す
と
あ
り
。
松
建

公
年
譜
陀
も
、
元
称
三
年
大
銀
奉
行
常
田
強
兵
衛
・
大
場
源
太
夫
雨

入
、
前
悶
政
局
・小
幡
又
三
郎
へ
被
v
預
。
右
は
大
銀
土
磁
之
内
銀
入

一
箱
紛
失
に
依
て
也
。
用
車
年
雨
人
共
知
行
被
a
召
放
一
居
屋
敷
被
a
取
上
一

長
〈
一
類
へ
被
ν
預
底
・
秋
陀
至
り
共
州
間
人
露
間
制
し
・
雨
入
共
知
行

居
屋
敷
被
品
返
下
一
小
勝
組
陀
組
入
被
a
仰
何
一
と
あ
り
て
、
雨
入
赦
免
あ

り
し
は
六
年
二
月
十
九
日
た
り
o
設
や
る
に
」
一
白
岩
雑
録
年
譜
蛇
町
民

銭
れ
ば
・
闘
屋
鍛
陀
阻
・
五
年
相
立
盗
賊
改
奉
行
加
藤
十
左
衛
門
引

揚
途
=
吟
味
-
成
及
=白
秋
-
と
絞
せ
た
る
は
・
過
聞
な
り
。
右
盗
人
平
丞

を
捕
縛
せ
し
は
、
明
年
秋
九
月
左
り
と
ぞ
。
古
川
川
股
陀
云
ム
。
或
日

加
藤
十
左
術
門
手
合
盗
賊
改
足
制
眠
、
探
梅
屋
組
問
主
往
来
せ
し
に
、
栃

呑
人
平
丞
居
宅
K
て
夫
婦
申
分
致
し
居
、
何
心
友
〈
聞
け
る

K
、
か

ゃ
う
成
無
法
の
事
を
被
ζ

由
立
日
時
は
、
か
の
金
銀
の
事
を
ぽ
訟
へ
出

可
v
申
と
、
出
世
巾
附
た
る
言
葉
を
間
取
、
赴
は
不
思
議
在
る
申
分
也
、

逃
以
疑
敷
と
て
直
ぐ
と
踏
込
・
平
丞
夫
抑
怖
を
ば
引
揚
げ
来
り
、
夫
如

喧
際
よ
り
ひ
き
か
け
て
.
金
銀
の
郁
を
取
札
し
け
る
島
、
遂
に
あ
り

の
ま
L
白
肌
臥
し
た
り
。
質
K
右
聾
賊
改
足
砲
の
僅
か
の
言
葉

E
間
取

地
へ
濯
さ
れ
、
後
泉
寺
町
へ
民
長
寺
と
共
陀
移
郎
を
命
ぜ
ら
る
と
・

彼
の
寺
紀
陀
凡
ゅ
。
又
山
崎
村
な
る
得
位
寺
の
鎖
守
枇
を
ば
、
稲
荷

橋
の
溢
陀
銀
山
田
す
べ
き
よ
し
な
し
。
皆
後
人
の
訣
設
な
る
事
い
ち
じ

る
し
。
稲
荷
時
間
の
稲
荷
一
肢
は
、
浅
野
川
天
道
寺
稲
荷
の
替
地
危
り
。

此
の
稲
荷
は
加
賀
古
蹟
考
K
、
石
川
郡
久
安
村
の
一
刷
は
、
式
内
御
馬

紳
紺
也
。
長
卒
の
頃
富
樫
諜
即
日
久
安
村
民
居
抑
制
せ
し
刷
出
、
稲
荷
明
榊

を
彼
枇
陀
初
制
し
・
天
道
院
と
云
修
験
者
を
枇
術
と
す
。
後
此
稲
荷

を
金
津
へ
移
し
、
稲
荷
橋
の
橋
叫
曜
に
浩
組
H
し
、
元
和
二
年
浅
野
川
の

川
縁
へ
柊
仰
す
と
見
h
・
天
道
苛
紀
陀
は
‘
金
川
開
披
地
陀
本
源
寺
を

建
立
せ
し
頃
‘
稲
荷
橋
の
溢
へ
法
官
、
民
安
凶
年
八
月
浅
野
川
今
の

地
へ
蒋
締
す
と
あ
り
。

一
杭
仰
に
、
稲
荷
橋
の
替
地
は
、
普
踏
台
所
の

後
u
地
な
る
治
凶
内
蹴
助
邸
地
赴
止
り
と
い
へ

hν
。
務
士
岩
閃
氏
の

笛
邸
は
、
印
ち
地
u
防
曾
所
の
尻
地
に
て
、
元
総
六
年
の
士
幌
陀
‘
山内間

体
左
衛
門
御
品
川
u
鈎
曾
所
之
近
所
薮
之
内
と
あ
る
邸
地
是
な
り
。

O
岩
囲
内
務
助
蓄
部

延
貨
の
金
海
聞
に
‘
此μ
踏
台
所
の
後
四
地
奥
村
椛
兵
衛
の
邸
地
と
の

聞
な
る
邸
地

E
諸
問
即
時
左
術
門
と
紀
紋
す
。
元
総
六
年
の
士
俊
民、

岩
間
体
左
衛
門
御
物
競
合
所
之
近
所
一
政
の
内
と
あ
り
て
‘
代
々
此
の

九




